
1 17防災未来賞「ぼうさい甲子園」1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」

全国の防災教育とともに～全国の防災教育とともに～

防災・減災教育推進部門

奈兼田 奈津子

○特定非営利活動法人さくらネットとは？
・さくらネットのご紹介（平成20年設立）

防災・減災教育、災害にも強い福祉コミュニティづくり、協働によ
る市民社会づくりに取り組むNPO法人です。

①防災・減災教育

②災害時要援護者支援

③被災地・復興支援活動

以上の３点を柱に活動をしています以上の３点を柱に活動をしています。

・防災・減災教育推進部門のご紹介防災 減災教育推進部門 紹介

①生き抜く力

②考える力②考

③判断する力

子どもたちと共に育む防災・減災教育を促進しています。
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＊HP：http://www.npo-sakura.net/



○ぼうさい甲子園の概要１
• 平成17年に“1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」”が

スタート(平成16年に子どもぼうさい甲子園を実施）( 成 年 う 甲 園を実施）

• 阪神・淡路大震災の経験と教訓を未来に向かって継承
していくため 学校や地域で防災教育や防災活動に取していくため、学校や地域で防災教育や防災活動に取
り組んでいる子どもや
学生を顕彰する事業学生を顕彰する事業

●主催：●主催

兵庫県、毎日新聞社、

人と防災未来センター人と防災未来センタ

●事務局：(特非)さくらネット

(平成23年度から)(平成23年度から)
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○ぼうさい甲子園の概要２

【対象部門】①小学生 ②中学生 ③高校生 ④大学生

自主防災組織・NPO等からも各部門に応募可自主防災組織・NPO等からも各部門に応募可

【対象活動】日常の備えとなる学校や地域での取り組み

【対象期間】平成24年10月1日 平成26年3月31日【対象期間】平成24年10月1日～平成26年3月31日

(平成25年度参考)

【選考基準】地域性 独創性 自主性 継続性
【賞】【賞】

１．ぼうさい大賞・・・各部門１点

２．グランプリ・・・・ぼうさい大賞の中から１点

３．優秀賞・奨励賞・・各部門１～数点

４．特別賞・・・・・・数点
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○ぼうさい甲子園の概要３
＊特別賞とは？

【基本的な特別賞】【基本的な特別賞】

【テーマ賞】【テ マ賞】
平成23年度：①東日本大震災特別賞 ②東日本大震災支援特別賞

平成24年度：①津波ぼうさい賞 ②教科アイデア賞 ③継続こそ力で賞平成24年度：①津波ぼうさい賞 ②教科アイデア賞 ③継続こそ力で賞

平成25年度：①津波ぼうさい賞 ②教科アイデア賞 ③継続こそ力賞

④フロンティア賞(新たな地域での先導的な取り組み)④フロンティア賞(新たな地域での先導的な取り組み)
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○ぼうさい甲子園応募数(累計)
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平成23年度応募校 平成24年度応募校

１年で

国から

１年で
倍の20件
にUP！
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四国から
10件の応募

にUP！

40

○エリア別応募数の変化
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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
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平成23年度受賞校 平成24年度受賞校
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○奨励賞
・四万十町立十川小学校
・気仙沼市立階上中学校
・水の自遊人しんすいせんたいアカザ隊
・佛教大学 大宮防災と福祉のまちづくり応援隊

○奨励賞
・四万十町立十川小学校
・気仙沼市立階上中学校
・水の自遊人しんすいせんたいアカザ隊
・佛教大学 大宮防災と福祉のまちづくり応援隊

平成25年度 応募校＆受賞校

○はばタン賞
・宮古市立鍬ヶ崎小学校
・大船渡市立吉浜中学校
・仙台市立南吉成中学校
○だいじょうぶ賞：

高松市立太田南小学校

○はばタン賞
・宮古市立鍬ヶ崎小学校
・大船渡市立吉浜中学校
・仙台市立南吉成中学校
○だいじょうぶ賞：

高松市立太田南小学校・高松市立太田南小学校
地域安全チーム「STみなみ」

○津波ぼうさい賞
・愛南町立柏小学校
・能登町立小木中学校

印南町立印南中学校

・高松市立太田南小学校
地域安全チーム「STみなみ」

○津波ぼうさい賞
・愛南町立柏小学校
・能登町立小木中学校

印南町立印南中学校・印南町立印南中学校
・福島県立磐城高等学校天文地質部
・高知県立須崎高等学校
○教科アイデア賞
・御嵩町立上之郷小学校
・愛知県立半田商業高等学校

・印南町立印南中学校
・福島県立磐城高等学校天文地質部
・高知県立須崎高等学校
○教科アイデア賞
・御嵩町立上之郷小学校
・愛知県立半田商業高等学校

★グランプリ
・女川町立女川中学校
★グランプリ
・女川町立女川中学校

・愛知県立半田商業高等学校
・和歌山県立熊野高等学校
○継続こそ力賞
・アトリエ太陽の子
・高知市立愛宕中学校
・高知県立高知工業高等学校

・愛知県立半田商業高等学校
・和歌山県立熊野高等学校
○継続こそ力賞
・アトリエ太陽の子
・高知市立愛宕中学校
・高知県立高知工業高等学校 女川町立女川中学校

★大賞
・糸魚川市立根知小学校
・千葉県立東金特別支援学校

高知県立大学イケあい地域

女川町立女川中学校

★大賞
・糸魚川市立根知小学校
・千葉県立東金特別支援学校

高知県立大学イケあい地域

・高知県立高知工業高等学校
○フロンティア賞
・大阪市立南港南中学校
・鹿児島市立黒神中学校
・秋田県立仁賀保高等学校Be助人

・高知県立高知工業高等学校
○フロンティア賞
・大阪市立南港南中学校
・鹿児島市立黒神中学校
・秋田県立仁賀保高等学校Be助人

・高知県立大学イケあい地域
学生災害ボランティアセンター

★優秀賞
・小松島市坂野小学校

・高知県立大学イケあい地域
学生災害ボランティアセンター

★優秀賞
・小松島市坂野小学校
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小松島市坂野小学校
・徳島市津田中学校
・岩手県立宮古工業高等学校
・地域貢献団体ＭＭＭ

小松島市坂野小学校
・徳島市津田中学校
・岩手県立宮古工業高等学校
・地域貢献団体ＭＭＭ



○ぼうさい甲子園応募校の取り組み(例)
＊地域と共に取り組む活動

家族との防災会議

○ぼうさ 甲子園応募校の取り組み(例)

小学生 • 家族との防災会議

• 地域へのアンケート調査

• 防災マップの作成

小学生

防災マップの作成

• 地域と連携した防災訓練、避難所運営訓練

• 災害伝承の取り組み（地域調査） など
中学生

高校生
＊専門性を活かした活動
• 非常食やロボットなどの開発高校生 • 非常食やロボットなどの開発

• 津波模型の製作・実演 など

大学生
＊広範囲におよぶ活動
• 小中高校や幼稚園などへの出前授業
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• ボランティア活動・ボランティアバス運行 など

○審査会の様子

＊防災の知識・技術の伝承だけでは？
子どもたちの積極性 自発性

○審査会の様子

グランプリ ・子どもたちの積極性・自発性

・地域との協働、地域ニーズへの対応

・反復の大切さを重視しつつ独創性に期待大

グランプリ

大賞 反復の大切さを重視しつつ独創性に期待大

・防災意識、助け合うこころ、思いやりやチーム

ワーク、などの変化を丁寧に評価

大賞
優秀賞

はばたん賞 ＊小学校６年間のカリキュラムもあり
・他の教科をあわせ 学年ごとに発展している・他の教科をあわせ、学年ごとに発展している

・保護者や地域をまきこみ、先生の負担軽減を!だいじょうぶ

教科 ＊殿堂入りの学校もあり
・できるだけ多くの学校・生徒に受賞体験を

津波

フロン
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・近年、賞の種類を増やしています継続
フロン
ティア



○ぼうさい甲子園がきっかけで生まれたつながり

○兵庫県立舞子高校

＆釜石市立釜石東中学校＆釜石市立釜石東中学校

• 舞子高校

→全国唯一の環境防災科を設置。
台風23号豪雨水害、新潟 中越
地震、東日本大震災など、災害地震、東日本大震災など、災害
ボランティア活動に参加

• 釜石東中学校

<助けられる人から助ける人に>→<助けられる人から助ける人に>
をテーマに防災教育に取り組
む。東日本大震災時は、率先避
難者となり、いのちを守った

＊ぼうさい甲子園をきっかけにつ
ながり、東日本大震災後は交流
が続いている
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平成23年度ぼうさい甲⼦園発表会・釜⽯東中学校発表PPTより引⽤

○ぼうさい甲子園がきっかけで生まれたつながり

○岩手県立宮古工業高校

＆徳島市津田中学校＆徳島市津田中学校

• 岩手県立宮古工業高校

津波模型を製作し 出前授業で津→津波模型を製作し、出前授業で津
波実演会を実施している。ぼうさい
甲子園をきっかけに出会った県内の
学校への出前授業も多い。

・徳島市津田中学校

→地域のアンケ ト調査を毎年200→地域のアンケート調査を毎年200
～300名を対象に実施。課題を見出
し提案しながら地域の防災啓発を進
めるめる。

＊ぼうさい甲子園をきっかけに、津
田中学校OB OGが宮古を訪問 津波田中学校OB・OGが宮古を訪問。津波
実演会で被災について学ぶ。
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○表彰式・発表会の開催１
＊毎年１月にぼうさい甲子園の表彰式・発表会を開催
□平成25年度□平成25年度
【日時】平成26年１月１２日(日)13：00～16：00

【場所】兵庫県公館

【来場者】約３３０名

→受賞校・応募校のみなさま

→一般参加者

→自主防災組織、教育委員会、学校関係者 など
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○表彰式・発表会の開催２
※各部門大賞・優秀賞(８校・団体)が発表(10分程度)

熱心な取り組み発表は迫力満点！熱心な取り組み発表は迫力満点！

「取り組みの参考にしたい」、「防災教育のヒントがほしい」

と 宮城や高知など 遠方からの参加者が増えましたと、宮城や高知など、遠方からの参加者が増えました。
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○ぼうさい甲子園後の交流会

＊表彰式・発表会終了後、受賞校・応募校の交流会

□平成25年度□平成25年度

【日時】平成26年１月１２日(日)16：30～18：30

【場所】兵庫県民会館【場所】兵庫県民会館

【来場者】約８０名

式典 席され 受賞校 応募校 童 学生 生→式典に出席された受賞校・応募校の児童・学生・先生

→防災教育に関心のある学生、教員を目指す学生 など
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特定非営利活動法人 さくらネット 
ぼうさい甲子園事務局 

～元気が出る、明るい地域の取り組みを応援します！～ 

 

特定非営利活動法人 さくらネットとは？ 

さくらネットは、防災・減災教育、災害にも強

い福祉コミュニティづくり、協働による市民社

会づくりに取り組む NPO 法人です。 

①防災・減災教育 

②災害時要援護者支援 

③被災地・復興支援活動 

以上の３点を柱に活動をしています。 

防災・減災教育推進部門のご紹介 

①生き抜く力 

②考える力 

③判断する力 

子どもたちと共に育む 

防災・減災教育を促進しています。 

1.17 防災未来賞 

「ぼうさい甲子園」について 

主催：兵庫県、毎日新聞社、 

公益財団法人兵庫震災記念２１世紀研究機構 

阪神・淡路大震災の経験と教訓を未来に向かっ

て継承していくため、学校や地域で防災教育や

防災活動に取り組んでいる子どもや学生を顕彰

する事業です。 

★詳しくはコチラ→ 

http://npo-sakura.net/bousai-koushien/ 

 

ご相談ください 

学校・地域での防災学習、ぼうさい体験等を 

応援しています！ 

＊子どもぼうさい EXPO ＊避難所運営訓練 

＊防災・減災教育     ＊研修・講演等 

＊その他 

防災減災教育ツールの貸出・販売を行っています 

地域の防災訓練、学校での防災教育などでご活用いただける、ツールをご用意しております。 

ご希望の方は、お気軽にお問い合わせください。 

リーフレット（販売） 

A4 裏表カラーのリーフレットです。 
①地震編 
②水害編 
③家を強くして備える編 
④171・非常持出し袋編 
⑤ボランティア編 
⑥心のケア編 

 

巨大パネルクイズ（貸出） 

60cm×60cm のパネルクイズ

です。 

災害・備え・災害時対応・避難所

について学ぶことができます。 

展示パネル（貸出） 

災害の怖さ、備え、 

災害時対応についての 

展示パネルです。 

ご連絡先 

特定非営利活動法人 さくらネット  

〒663-8201 兵庫県西宮市田代町 16-8 パルティーレN 棟 西号室 

TEL：0798-64-5829  HP：http://www.npo-sakura.net/ 

Facebook：https://www.facebook.com/nposakuranet 

Twitter：@nposakuranet 


